
特集：朝ごぱん市から見えるまちの景色  

― 学生のボランティア ―  

 

■このまちと関わるようになったきっかけ 

地元とは関係ない大学で文学を学んでいましたが、高校時代から高砂にはよく遊びに

来ていました。大学３年のときに高砂市役所でインターンを経験し、地域や行政の仕事

に興味を持つようになりました。レトロな雰囲気の高砂町が好きで、自然と足が向くよ

うになったんです。 

 

■朝ごぱん市との出会い 

出店していたコーヒー屋さんをきっかけに通うようになり、雰囲気が好きで「もっと

こうなったら面白いのに」と考えるようになりました。若い世代が入りやすい場所が増

えたらいいなと思い、写真撮影や動画づくりなど、自分にできる形で関わり始めました。 

 

■まちの魅力 

神社や古い民家など、歴史ある建物に惹かれます。普段は入りづらい場所も多いので、

若い人が気軽に訪れられる機会がもっとあればいいなと思います。ゆっくり本を読める

空間や、落ち着ける場所が増えると嬉しいですね。 

 

■活動を通じた変化 

最初は「市役所の面接のため」と思って来ていましたが、続けるうちに本当に地域に

関わりたい気持ちに気づきました。これまで地域の大人と話す機会が少なかったのです

が、ここでは相談できる先輩が増え、つながりができたことが大きな変化です。人前で

話すのが苦手でしたが、活動を通じて少しずつ自信がつきました。 

 

■これからの関わり方 

高砂から離れるつもりはなく、就職後も何らかの形で関わり続けたいです。中高生が

もっと主体的に参加できる場づくりにも興味があります。ここで得た経験を活かし、地

域と人をつなぐ役割ができればと思っています。 


